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1-1 文理融合教育の多様な形態を通した全学展開

新しい
学位プログラム

履修証明
プログラム
（水平展開）

共通教育
【デザイン思考教育の

全学展開】

【本事業で取組む４つの実施項目】
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1-2 学士課程から大学院課程を通した文理融合教育の展開



1-3 「文理横断・文理融合教育の類型」と本学の取組の対応表
（中央教育審議会大学分科会（2023）「学修者本位の大学教育の実現に向けた今後の振興方策について」（審議まとめ））
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（１）リベラルアーツ教育を中核に据えた学位プログラム

（２）文理横断・文理融合教育を通じた課題解決力等の涵養に重点を置いた学位プログラム
➡【融合学域の取組】

（３）文理横断・文理融合的な学問分野に基づく学位プログラム

（４）一般教育・共通教育における文理横断・文理融合教育の取組
➡【共通教育GS・6群科目の新設と学域GS科目の拡充】

（５）副専攻プログラムとして既存の学部・学科にはない分野の教育プログラム
➡【先導STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）の取組】

DP達成度可視化

デザイン思考テスト 授業評価アンケート分析 データサイエンス教育アワード

プログラムルーブリック・アセスメント KU-STEAMアワード

学びの計画書（ポートフォリオ評価）



2-1 文理融合教育の学位プログラム「融合学域（先導学類）」
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2-2 オーダーメイド型学修のための羅針盤「学びの計画書」

6

「学びの計画書」を軸とした学修成果の把握と
次年度に向けた自律的な学修計画立案と支援



2-3 「学びの計画書」における履修分野・学修成果の可視化①
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2021年度入学者 社会循環コアエリア 世界共創コアエリア 科学創発コアエリア
文系傾斜（N=25） 6.80（単位修得単位数） 6.84 5.56

理系傾斜（N=23） 6.78 6.35 6.70

入学者選抜区分
に応じた
コア科目

単位修得バランス
（学生一人あたり）



2-4 「学びの計画書」における履修分野・学修成果の可視化②
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◆先導学類生（3年次・2年次）の「履修分野分布（修得単位数平均）」の推移

（「学びの計画書」蓄積データによる分析）



2-5 融合学域（先導学類）の学生の成長
（「なりたい自分」の実現に向けて）
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3-1 共通教育GS科目6群（STEAM教育基礎）の新設
➡デザイン思考教育の全学展開
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3-2 全学対象 「デザイン思考教育」の効果検証①
◆「デザイン思考テスト」の導入

VISITS Technologies 株式会社が開発したデザイン思考に関する創造力と評価力

を測定するアセスメントテスト（内閣府・文科省による探究力評価事例にて紹介されている）。

共通教育GS科目6群として新設された「デザイン思考入門」をはじめとした，

全学的なデザイン思考教育の効果測定に活用（令和4年度166名受検）。

 VISITS Technologies 株式会社ホームページにて先進事例として公表。

➡デザイン思考テスト受検者166名
について，共通教育GS科目6群「デ
ザイン思考入門」受講者または融合
学域における「デザイン思考」「デザ
イン思考演習」受講者を「デザイン思
考教育受講経験あり群」として，「受
講経験なし群」との差の検定を行っ
た。「デザイン思考教育受講経験あ
り群」のデザイン思考スコア平均が
「受講経験なし群」のスコア平均より
高く，有意差が見られた。この結果
から，本学におけるデザイン思考教
育の効果を把握することができた。
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3-3 全学対象 「デザイン思考教育」の効果検証②
◆「デザイン思考テスト」を通した本学学生の特徴分析

VISITS Technologies 株式会社と協働した

ベンチマーキング調査

（金沢大学×大学生全体、社会人×大学生、

学年・専攻分野での比較etc.）

12

実践演習科目において
デザイン思考を主体的に
活かす事例が増えてきた！！



4-1 全学域生対象「先導STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）」の定着
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4-2 「先導STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）」の修得状況の可視化
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【プログラムレベル】

KU-STEAM修了証
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【コア科目（融合先導知概論・融合先導知実践演習）レベル】

注：***p＜.001

KU-STEAM5つの力に関するルーブリック

4-3 「先導STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）」学修成果アセスメント
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4-4 融合先導知実践演習・実践インターンシップを通した
異分野融合・異文化協働の姿

ジブンを知る
ジブンを試す
ジブンを超える
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